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珪酸白土

藤井紀之

はしがき

珪酸白土とは単に“珪酸分の多い白土"という意

味で厳密に定義された名称ではたい､ここでは珪酸質

原料の在かでいわゆる蛋白石を主成分としている毛

のを珪酸白土という名で呼ぶことにしその2～3の

例について述べる.この種の白土の生産は現在はそ

れほど多くはないカミ最近次第に利用の道もひらかれて

きており潜在的な埋蔵量もばく大なものなのでその

将来性は注目に価いする.

産状および成因

この種の鉱床は何れも火山地帯に賦存し硫黄鉱床と

密接な関係がある.周知のように硫黄鉱床の周縁には

蛋白石帯明磐石帯カオリン帯等の変質帯が黒帯配列

をなして分布している.珪酸白土の鉱床とはこの中の

蛋白石帯に他たらない.蛋白石帯の規模はそれぞれの

鉱床によって様々であるカミ硫黄鉱床周辺には必ず存在

すると考えてよいものでその意味から硫黄鉱床の多い

わが国には膨大な潜在鉱鐘を予想することカミできる.

その中で比較的規模が大きいのは第4紀の火山地帯に

見られる昇華性硫黄鉱床の周縁に伴うもので現在採掘

されているのはこの型のものが多い.

この蛋白石帯は火山岩(安山岩の場合が多い)が硫酸

酸性の熱水作用によって変質をこうむり原岩からK

NaCaMgFeA1等の元素カミ溶脱されて形成され

たと考乏られるものでほとんどSi02からなっている.

変質作用は一様に行祖われるものではない.それは

硫酸に當んだ熱水が割れ目狂とを通って岩石と反応し

ながら濠透するので溶液のpHは熱水の主要な通り道

から遠ざかるにつれて次第に高く(弱酸性に)たりそ

れに伴って各種の成分の溶解度も変化するからである.

そのため最も酸性の強い溶液と接触した部分は前記の

ようだ蛋白石帯となるが溶液か次第に弱酸性に変るに

つれてA1に富む鉱物一羽警肩やヵオリナイトｰが生成さ

れるように匁ると考えられている.また変質作用は無

数の割れ目を通じて行なわれるため一口に蛋白石帯と

言ってもその性質にはかなり変化があり部分的には原

岩に近い弱変質岩を残していることも多い.静岡県宇

久須の珪石鉱床は地質的た産状は上述の珪酸白土鉱床

ときわめて似通っており同じよう祖成因のものと考え

られている.しかし宇久須の珪石は細粒の石英を主成

分とするのに対し珪酸白土の主成分はv'わゆる蛋白石

で微細放無定形珪酸およびα一クリストバライトであ

る点に大き校相違がある.この違いがどうして生じた

のかは明らかではないが一つには時代的な差(宇久須

付近の火山岩は第3紀に噴出したものである)が関係してい

ることも考えられる.

開発の現況

この種珪酸白土鉱床の代表的なものとしてミ別府白土"

かあげられる.この白土地帯は地理的な好条件に恵ま

れているためかなり早くから採掘されていたが本格

的に開発されるようになったのは戦後のことである.

現在採掘中あるいは採掘を完了したものを合せると大小

8カ所の鉱床があり月産8,000トン前後の出鉱がある.

主としてセメント混合用珪石として利用されている

カミその他不純分の少放いものは珪酸ソｰダの原料

白ゴム用粉材等にも用いられている.珪酸白土の特

長は主成分が蛋白石なので可溶性珪酸の率が高い点に

あるため石英に比べてはるかに溶けやすくまた反応

しやすいので化学工業用原料としてもさらに活用の途

がひらかれる可能性カミある.

その他同じ型の鉱床としては大分県の湯の平真玉

長崎県の千々石宮城県の鬼首のものなどがある.ミ鬼

首白土"はガラスプラスチック柱とを磨くための

ミつや出し"として使用されている.

また鉱床の型は異なるカい牧園珪華･(霧島山麓)は温

泉中に溶解した珪酸分が再沈澱したもので同じく蛋白

石を主成分としやはり珪酸ソｰダ用として採掘された

ことカミある.いずれにせよ珪酸白土の場合利用面

の開拓が第1でありあわせて選別処理の方法を近代化

することも今後の課題として残されている.

化学組成

アルカリ可溶成分

別席白土分析例
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